
(57)【要約】

【課題】蒸気乾燥器の大きさの増大を抑えつつ、蒸気流

速の増大に伴う液滴の再飛散を抑制できる蒸気乾燥器を

提供する。

【解決手段】蒸気乾燥器に備えられた蒸気流路形成部材

６間の蒸気流路２７の幅寸法２１ａ～２１ｈを水分除去

機構７の蒸気流路形成部材６間の間隔に占める割合を上

流側に比較して下流側で相対的に少なくすることで蒸気

流路２７の幅を上流側に比較して下流側において拡大す

る構成を採用した。そのため、各蒸気流路形成部材６の

各波板３２の間隔を上流から下流にかけて一定にした上

で蒸気流路２７の幅を蒸気流路２７の流路に沿って次第

に大きくする構成が採用できた。

【効果】蒸気乾燥器の蒸気流路形成部材間の蒸気流路下

流の流路幅を広げて、上流よりも下流の蒸気流速を低下

させ、且つ流路全体で必要な水分除去機構を装備できた

から、蒸気流速の増大に伴う液滴の最飛散を蒸気乾燥器

の大型化を抑制しつつ達成できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
供 給 さ れ た 蒸 気 中 の 液 滴 を 捕 集 す る 複 数 の 捕 集 手 段 を 設 け て お り 、 少 な く と も 一 部 が 曲 折
し た 蒸 気 流 路 を 相 互 間 に 形 成 す る 複 数 の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 を 備 え た 蒸 気 乾 燥 器 に お い て 、
前 記 蒸 気 流 路 の 幅 が 、 前 記 蒸 気 流 路 の 上 流 側 に 比 し て 下 流 側 で 相 対 的 に 拡 大 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 蒸 気 乾 燥 器 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 捕 集 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ る ド レ ン ポ ケ ッ ト の 幅 が 前 記 上 流 側 に
位 置 す る 前 記 捕 集 手 段 よ り も 前 記 下 流 側 に 位 置 す る 前 記 捕 集 手 段 に お い て 相 対 的 に 狭 く な
っ て い る こ と を 特 徴 と す る 蒸 気 乾 燥 器 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 蒸 気 流 路 の 幅 は 曲 折 回 数 が 増 す ご と に 拡 大 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 蒸 気 乾 燥 器 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 蒸 気 流 路 の 複 数 の 連 続 し た 曲 折 部 間 で 前 記 蒸 気 流 路
の 幅 が 同 じ と さ れ て い る 蒸 気 乾 燥 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 蒸 気 か ら 水 分 を 除 去 す る 蒸 気 乾 燥 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 沸 騰 水 型 原 子 炉 （ 以 下 、 単 に 原 子 炉 と い う 。 ） の 気 水 分 離 シ ス テ ム は 、 原 子 炉 炉
心 で 発 生 し た 水 と 蒸 気 の 混 合 流 か ら 、 蒸 気 と 水 を 分 離 す る 気 水 分 離 器 と 、 気 水 分 離 器 で 分
離 さ れ た 湿 り 蒸 気 か ら 液 滴 を 除 去 す る 蒸 気 乾 燥 器 と か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 気 水 分 離 シ ス テ ム で 水 分 を 除 去 さ れ た 蒸 気 は 、 沸 騰 水 型 原 子 炉 内 か ら 管 路 を 通
し て 沸 騰 水 型 原 子 炉 外 に 輸 送 さ れ て 、 蒸 気 タ ー ビ ン や そ の 他 の 装 置 に お い て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
気 水 分 離 器 か ら 放 出 さ れ た 液 滴 を 含 む 湿 り 蒸 気 は 、 フ ー ド プ レ ー ト に よ り 蒸 気 乾 燥 器 の 入
口 に 誘 導 さ れ て 、 そ の 入 口 に 存 在 す る 多 孔 板 を 通 過 し て 複 数 の 波 板 式 ベ ー ン （ 以 下 、 波 板
と い う 。 ） 間 の 屈 曲 し た 蒸 気 流 路 へ と 導 か れ 、 個 々 で 質 量 の 大 き い 液 滴 を 波 板 上 に 衝 突 さ
せ て 液 滴 が 蒸 気 流 か ら 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
分 離 さ れ た 液 滴 は 、 波 板 上 を 液 膜 状 と な っ て 、 重 力 と 蒸 気 か ら の せ ん 断 力 に よ っ て 斜 め 下
方 向 に 流 れ て 波 板 の 水 分 除 去 機 構 に 入 り 、 水 分 除 去 機 構 を 下 方 に 流 下 し て 蒸 気 流 路 か ら 除
去 さ れ る 。 そ し て こ の 液 膜 は 蒸 気 流 路 真 下 の ド レ ン と い に よ っ て 収 集 さ れ 、 ド レ ン ダ ク ト
へ 排 出 さ れ て ド レ ン ダ ク ト か ら 原 子 炉 の ダ ウ ン カ マ へ と 導 か れ る 。 こ の 種 の 従 来 技 術 は 、
例 え ば 特 許 文 献 １ で 参 照 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ２ ２ ２ １ ９ ０ 号 公 報 （ 全 頁 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
原 子 炉 に お け る 従 来 の 蒸 気 乾 燥 器 で は 、 一 般 に 、 蒸 気 流 速 や 、 蒸 気 乾 燥 器 の 入 口 に 流 入 す
る 蒸 気 の 含 有 す る 水 分 量 （ 以 下 、 入 口 湿 分 と 称 す る 。 ） が 大 き い 場 合 に は 、 分 離 さ れ た 液
滴 が 、 再 び 蒸 気 流 に 飛 散 （ 以 下 、 再 飛 散 と 称 す る 。 ） し 、 蒸 気 乾 燥 器 の 出 口 か ら 出 て く る
蒸 気 の 含 有 す る 水 分 量 (以 下 、 出 口 湿 分 と 称 す る 。 )が 急 増 し て し ま う 現 象 が 知 ら れ て お り
、 こ の 現 象 が 起 こ る と 出 口 湿 分 が 蒸 気 タ ー ビ ン か ら の 要 求 を 満 た す こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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蒸 気 乾 燥 器 で は 、 出 口 湿 分 が 急 増 す る 境 界 は 、 一 般 に 図 ８ に 示 す よ う な 蒸 気 乾 燥 器 制 限 曲
線 １ １ で 示 さ れ る 。 図 ８ は 、 蒸 気 乾 燥 器 制 限 曲 線 １ １ を 境 界 に 、 蒸 気 乾 燥 器 制 限 曲 線 １ １
よ り も 左 側 の 運 転 可 能 領 域 １ ２ と 同 じ く 右 側 の 運 転 不 可 能 領 域 １ ３ に 分 け る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
原 子 炉 の 出 力 を 増 加 さ せ る 場 合 、 蒸 気 流 量 の 増 大 を 伴 う 。 こ の こ と は 、 原 子 炉 の 出 力 を 増
加 さ せ る 場 合 は 、 従 来 の 蒸 気 乾 燥 器 を 用 い た ま ま で 、 入 口 面 積 を 現 状 の ま ま と し た 場 合 、
蒸 気 流 速 が 増 大 す る こ と を 意 味 す る 。 従 っ て 、 現 行 の 原 子 炉 で 許 容 さ れ て い た 図 ８ 中 運 転
点 １ ４ が 蒸 気 流 速 の 増 大 に よ っ て 図 ８ 中 運 転 点 １ ５ に シ フ ト す る 可 能 性 が あ り 、 こ の 場 合
、 気 水 分 離 シ ス テ ム と し て 成 立 し な く な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
従 来 の 技 術 を 用 い た 波 板 を 有 す る 蒸 気 乾 燥 器 を 用 い て 、 気 水 分 離 シ ス テ ム を 成 立 さ せ る た
め に は 、 蒸 気 乾 燥 器 に お け る 蒸 気 流 速 を 低 下 さ せ る た め に 、 図 ６ の 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト
１ ６ の 員 数 の 増 加 や 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト 高 さ １ ７ の 増 大 が 必 要 と な り 、 こ の 場 合 、 図
４ の 原 子 炉 圧 力 容 器 １ ８ の 大 き さ も 増 大 し 、 建 設 コ ス ト が 大 幅 に 上 昇 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 特 許 文 献 １ に お け る 蒸 気 乾 燥 器 で は 、 液 滴 の 捕 獲 量 を 増 大 す る こ と を 目 的 と し て い る
が 、 下 流 に 行 く ほ ど 蒸 気 流 速 が 増 大 す る の で 、 蒸 気 流 速 の 増 大 に よ る 液 滴 の 再 飛 散 を 抑 制
す る 手 段 と し て は 不 十 分 で あ り 、 そ れ を 克 服 し よ う と す る と 蒸 気 乾 燥 器 が 大 型 化 し 、 原 子
炉 圧 力 容 器 も 大 型 化 す る と い う 懸 念 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 蒸 気 流 速 の 増 大 に 対 し て 液 滴 の 再 飛 散 を 抑 制 で き る 蒸 気 乾 燥 器 を 提 供 す
る こ と に 有 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 目 的 は 、 蒸 気 乾 燥 器 の 蒸 気 流 路 に 沿 っ て 、 そ の 蒸 気 流 路 の 幅 を 蒸 気 の 流 れ の 上 流
に 比 較 し て 下 流 に お い て 相 対 的 に 増 大 さ せ た 構 成 を 採 用 し て 、 そ の 蒸 気 流 路 を 流 れ る 蒸 気
流 速 を 上 流 に 比 較 し て 下 流 に お い て 低 下 さ せ る 作 用 を 得 る こ と で 達 成 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
主 に 原 子 力 発 電 所 で 採 用 さ れ て い る 沸 騰 水 型 原 子 炉 （ 以 下 、 単 に 原 子 炉 と い う 。 ） は 、 図
４ の よ う に 、 原 子 炉 圧 力 容 器 １ ８ 内 の 炉 水 を 原 子 炉 炉 心 １ と ダ ウ ン カ マ １ ０ と の 間 で イ ン
タ ー ナ ル ポ ン プ で 循 環 さ せ て い る 。 そ の 循 環 途 中 で 、 炉 水 が 原 子 炉 炉 心 １ で 加 熱 さ れ 、 水
と 蒸 気 と の 混 合 流 体 と な る 。 そ の 混 合 流 体 は 原 子 炉 炉 心 １ の 真 上 に 配 備 さ れ て い る 気 水 分
離 器 ２ に 入 る 。 そ の 混 合 流 体 は 気 水 分 離 器 ２ 内 に 入 っ て 上 方 へ 通 過 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 混 合 流 体 が 気 水 分 離 器 ２ 内 を 通 過 す る 途 中 で 、 そ の 混 合 流 体 は 水 と 蒸 気 と に 遠 心 分 離
さ れ る 。 気 水 分 離 器 ２ で 分 離 さ れ た 蒸 気 は 気 水 分 離 器 ２ の 上 方 に 配 備 さ れ た 蒸 気 乾 燥 器 ３
へ 向 か い 、 気 水 分 離 器 ２ で 分 離 さ れ た 水 は 気 水 分 離 器 ２ の 途 中 か ら 気 水 分 離 器 ２ 外 へ 排 出
さ れ る 。 気 水 分 離 器 ２ 外 へ 排 出 さ れ た 水 は 降 下 し て ダ ウ ン カ マ １ ０ へ 戻 さ れ 、 再 度 原 子 炉
炉 心 １ へ 循 環 さ せ ら れ る 炉 水 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
気 水 分 離 器 ２ で 分 離 さ れ た 蒸 気 は 、 ま だ 蒸 気 タ ー ビ ン が 受 け 入 れ る こ と の で き な い 過 剰 な
液 適 量 を 含 む 湿 り 蒸 気 の ま ま で あ る か ら 、 そ の 湿 り 蒸 気 を 蒸 気 乾 燥 器 ３ に か け て 蒸 気 タ ー
ビ ン が 受 け 入 れ る こ と の で き る 湿 分 量 に す る 必 要 性 が あ る 。 そ の 必 要 性 を 満 た せ る よ う に
な る た め に 、 気 水 分 離 器 ２ で 分 離 さ れ た 蒸 気 は 、 図 ６ に 見 ら れ る 点 線 で 表 示 し た 矢 印 （ 蒸
気 流 れ ） に 沿 っ て 蒸 気 乾 燥 器 ３ の フ ー ド プ レ ー ト ４ （ 以 下 、 フ ー ド ４ と 称 す る 。 ） の 内 側
に 入 り 、 上 向 き か ら 水 平 寄 り に 向 き を 変 え て 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 入 口 を 形 成 す る 多 孔 板 ５ の 孔
内 を 通 過 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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多 孔 板 ５ を 通 過 し た 蒸 気 は 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 複 数 の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ 間 の 蒸 気 流 路 ２ ７ を
図 ６ に 見 ら れ る 点 線 で 表 示 し た 矢 印 （ 蒸 気 流 れ ） に 沿 っ て ほ ぼ 水 平 に 通 過 す る 。 そ の 蒸 気
流 路 ２ ７ を 蒸 気 流 が 通 過 す る こ と で 蒸 気 中 に ま だ 残 存 す る 水 滴 が 液 膜 と な っ て 波 板 ６ に 捕
獲 さ れ 、 蒸 気 の 湿 分 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う に 蒸 気 乾 燥 器 ３ を 通 過 す る こ と で 湿 分 が 低 下 し た 蒸 気 は 、 乾 燥 蒸 気 と し て 蒸 気 乾
燥 器 ３ か ら 出 て 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 上 側 な ど に 抜 け る 。 蒸 気 乾 燥 器 ３ か ら 抜 け た そ の 乾 燥 蒸 気
は 、 図 ４ に 示 す 主 蒸 気 ノ ズ ル ２ ８ か ら 、 図 示 し て い な い が 主 蒸 気 ノ ズ ル ２ ８ に 接 続 さ れ て
い る 主 蒸 気 配 管 を 通 過 し て 発 電 機 を 駆 動 す る た め の 蒸 気 タ ー ビ ン へ 、 蒸 気 タ ー ビ ン の 駆 動
エ ネ ル ギ ー と し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
蒸 気 乾 燥 器 ３ の 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ は 、 複 数 の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ と 、 蒸 気 流 路 形
成 部 材 ６ の 上 方 を 覆 う 天 板 ２ ９ と 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 下 方 を 覆 う ド レ ン と い ８ と 、 蒸
気 流 路 形 成 部 材 ６ 間 へ の 蒸 気 流 れ の 入 口 側 を 塞 ぐ 配 置 で 天 板 ２ ９ と ド レ ン と い ８ に 設 け ら
れ た 多 孔 板 ５ と 、 蒸 気 流 れ を 多 孔 板 ５ 方 向 に 誘 導 す る よ う に 湾 曲 部 を 上 部 に 有 し て 天 板 ２
９ 等 に 設 け た フ ー ド ４ と を 有 す る 。 尚 、 ９ は ド レ ン と い ８ に 設 け ら れ て ド レ ン と い ８ の 排
水 穴 か ら 排 出 さ れ た 水 を 受 け て 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 外 側 に そ の 水 を 誘 導 す る ド レ ン ダ ク ト で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ は 、 図 ４ や 図 ５ に 見 ら れ る よ う に 、 ６ エ レ メ ン ト
６ 列 構 成 で 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 構 成 と し て 備 え ら れ る 。 蒸 気 乾 燥 器 ３ は そ れ ら の 蒸 気 乾 燥 器 エ
レ メ ン ト １ ６ と 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ を 搭 載 し た 水 平 な 隔 離 壁 ３ ０ と 、 隔 離 壁 ３ ０
を 搭 載 し た 円 筒 状 の ス カ ー ト ３ １ と か ら な り 、 フ ー ド ４ の 下 端 開 口 部 分 が ス カ ー ト ３ １ 内
側 に 連 通 し て い る 。 蒸 気 乾 燥 器 ３ の ス カ ー ト ３ １ と 隔 離 壁 ３ ０ は 気 水 分 離 器 ２ 群 の 上 方 と
水 平 方 向 周 囲 を 覆 い 気 水 分 離 器 ２ か ら 出 て き た 蒸 気 を 効 率 よ く フ ー ド ４ 内 に 導 く こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ の 複 数 の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ は 、 図 ６ で 見 ら れ る よ う に 垂 直 に
立 て ら れ 、 且 つ 図 ６ 中 の 矢 印 Ａ 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 。 そ の 複 数 の 蒸 気 流 路
形 成 部 材 ６ の 隣 接 し あ う 二 枚 の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 関 係 を 水 平 面 で 眺 め た 状 態 を 示 す と
、 図 １ の よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ の よ う に 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ は 波 板 ３ ２ と 液 滴 捕 集 板 ３ ３ （ 液 滴 捕 集 手 段 ） と で 構
成 さ れ て い る 。 そ の 波 板 ３ ２ は 非 屈 曲 区 間 の 寸 法 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｃ ， ２ ２ ｄ ， ２ ２
ｅ ， ２ ２ ｆ を あ け な が ら 波 板 ３ ２ の 厚 さ 方 向 に 互 い 違 い に 折 り 曲 げ ら れ た 多 段 に 屈 曲 さ れ
た 形 状 を 有 す る 。 一 方 、 液 滴 捕 集 板 ３ ３ も 液 滴 捕 集 板 ３ ３ の 厚 さ 方 向 に 互 い 違 い に ２ 箇 所
折 り 曲 げ ら れ て い る 。 波 板 ３ ２ の 折 り 曲 げ 個 所 に は 液 滴 捕 集 板 ３ ３ の 一 方 の 折 り 曲 げ 個 所
が あ て が わ れ て 波 板 ３ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 液 滴 捕 集 板 ３ ３ の 一 方 の 折 り 曲 げ 個 所 の 一 部
分 と 、 液 滴 捕 集 板 ３ ３ の も う 一 方 の 折 り 曲 げ 個 所 は 、 波 板 ３ ２ 間 の 空 間 に 突 き 出 さ れ て い
る 。 こ れ に よ っ て 、 波 板 ３ ２ と 液 滴 捕 集 板 ３ ３ と で ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ と 称 す る 液 滴 や 液
膜 の 捕 獲 空 間 を 形 成 し て い る 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 隣 接 し て 配 置 さ れ た 蒸 気 流 路 形
成 部 材 ６ の 相 互 間 に 蒸 気 が 流 れ て 複 数 に 曲 折 し た 蒸 気 流 路 ２ ７ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
波 板 ３ ２ 間 に ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ を 形 成 す る 液 滴 捕 集 板 ３ ３ は 、 液 滴 や 液 膜 を ド レ ン ポ ケ
ッ ト ３ ４ に 捕 獲 す る こ と か ら 水 分 除 去 機 構 ７ と 称 せ ら れ 、 蒸 気 流 路 ２ ７ 沿 い に 波 板 ３ ２ に
複 数 設 け ら れ て い る 。 そ の 液 滴 捕 集 板 ３ ３ に よ る 水 分 捕 集 機 能 を 説 明 す る と 次 の よ う に な
る 。 即 ち 、 図 ７ に お い て 、 上 流 側 か ら 湿 り 蒸 気 が 矢 印 Ｂ の 方 向 へ 流 れ て く る と 、 液 滴 捕 集
板 ３ ３ に 蒸 気 中 の 液 滴 が 付 着 し て 液 膜 に な る 。 そ の 液 膜 は 蒸 気 の 流 力 と 地 球 の 重 力 と を 受
け て 図 ７ 中 の Ｃ 矢 印 の よ う に 斜 め 下 方 に 進 み 、 隣 接 す る 各 液 滴 捕 集 板 ３ ３ 間 に 設 け た ド レ
ン ポ ケ ッ ト ３ ４ の 入 口 ３ ５ か ら ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ 内 に 入 る 。 ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ 内 に 入

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-205302 A 2004.7.22



っ た 液 膜 は 下 方 に 降 下 し て ド レ ン と い ８ へ 入 り 、 ド レ ン と い ８ か ら ド レ ン ダ ク ト ９ へ 流 れ
て 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 外 へ 出 さ れ 、 ダ ウ ン カ マ １ ０ へ 至 り 、 炉 水 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ の よ う に 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 波 板 ３ ２ は 各 非 屈 曲 区 間 の 寸 法 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２
２ ｃ ， ２ ２ ｄ ， ２ ２ ｅ ， ２ ２ ｆ が ２ ２ ａ ＞ ２ ２ ｂ ＞ ２ ２ ｃ ＞ ２ ２ ｄ ＞ ２ ２ ｅ ＞ ２ ２ ｆ と い
う 大 小 関 係 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 各 ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ の 幅 寸 法 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ， ２
３ ｃ ， ２ ３ ｄ ， ２ ３ ｅ ， ２ ３ ｆ ， ２ ３ ｇ が ２ ３ ａ ＞ ２ ３ ｂ ＞ ２ ３ ｃ ＞ ２ ３ ｄ ＞ ２ ３ ｅ ＞ ２
３ ｆ ＞ ２ ３ ｇ と い う 大 小 関 係 を 有 し て い る 。 そ の た め に 、 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 寸 法 ２ １ ａ ，
２ １ ｂ ， ２ １ ｃ ， ２ １ ｄ ， ２ １ ｅ ， ２ １ ｆ ， ２ １ ｇ ， ２ １ ｈ が ２ １ ａ ＜ ２ １ ｂ ＜ ２ １ ｃ ＜
２ １ ｄ ＜ ２ １ ｅ ＜ ２ １ ｆ ＜ ２ １ ｇ ＜ ２ １ ｈ と い う よ う に 蒸 気 流 路 ２ ７ の 屈 曲 毎 に 大 き く な
る と い う 大 小 関 係 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う な 大 小 関 係 は 、 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 が 蒸 気 流 の 図 １ に 示 す 上 流 側 か ら 下 流 側 に 行 く
に 従 っ て 拡 大 さ れ て い る 構 造 を 各 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 間 に 付 与 す る こ と と な る 。 い い か
え れ ば 、 各 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 高 さ 寸 法 １ ７ は 同 じ で あ る か ら 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の
蒸 気 流 路 ２ ７ の 流 路 面 積 が 蒸 気 流 の 図 １ に 示 す 上 流 側 か ら 下 流 側 に 行 く に 従 っ て 拡 大 さ れ
て い る 構 造 を 各 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 間 に 付 与 す る こ と と な る 。 ま た 、 各 ド レ ン ポ ケ ッ ト
３ ４ の 幅 寸 法 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ， ２ ３ ｃ ， ２ ３ ｄ ， ２ ３ ｅ ， ２ ３ ｆ ， ２ ３ ｇ が ２ ３ ａ ＞ ２ ３
ｂ ＞ ２ ３ ｃ ＞ ２ ３ ｄ ＞ ２ ３ ｅ ＞ ２ ３ ｆ ＞ ２ ３ ｇ と い う 大 小 関 係 を 有 し て い る こ と は 、 蒸 気
流 路 ２ ７ の 上 流 側 の ド レ ン ポ ケ ッ ト が 下 流 側 の ド レ ン ポ ケ ッ ト よ り も 相 対 的 に 捕 獲 容 量 が
大 き く て 、 水 分 除 去 機 構 ７ の 液 体 捕 獲 容 量 も そ の 大 小 関 係 と 同 じ 関 係 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
従 っ て 、 蒸 気 流 の 上 流 側 の ド レ ン ポ ケ ッ ト が 、 下 流 側 の ド レ ン ポ ケ ッ ト よ り も 相 対 的 に 捕
獲 容 量 が 大 き く て 、 下 流 側 の ド レ ン ポ ケ ッ ト よ り も 多 量 の 液 体 を 捕 獲 し て も そ の 捕 獲 液 体
の 蒸 気 流 路 側 へ の 溢 れ 出 し の 懸 念 が な い 。 そ の た め 、 蒸 気 乾 燥 器 へ 入 っ て 来 た ば か り の 湿
り 蒸 気 の 蒸 気 流 か ら 上 流 側 の ド レ ン ポ ケ ッ ト で 多 量 の 液 体 を 捕 獲 し て 蒸 気 流 路 側 へ 逃 さ な
い よ う に し 、 下 流 側 へ 行 く に 従 っ て ド レ ン ポ ケ ッ ト で 液 体 を 捕 獲 す る 負 担 を 軽 減 し て い る
。 そ の た め 、 下 流 側 へ 行 く に 従 っ て ド レ ン ポ ケ ッ ト の 幅 が 狭 く て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ を 図 ２ の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 構 造 に 置 き 換 え て 蒸 気 乾 燥 器 ３
に 適 用 し て も 良 い 。 図 ２ で 示 す 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 構 造 は 、 波 板 ３ ２ の 各 非 屈 曲 区 間 の
寸 法 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｃ ， ２ ２ ｄ ， ２ ２ ｅ ， ２ ２ ｆ が ２ ２ ａ ＝ ２ ２ ｂ ＝ ２ ２ ｃ ＞ ２ ２
ｄ ＝ ２ ２ ｅ ＝ ２ ２ ｆ と い う 大 小 関 係 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 各 ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ の 幅
寸 法 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ， ２ ３ ｃ ， ２ ３ ｄ ， ２ ３ ｅ ， ２ ３ ｆ ， ２ ３ ｇ が ２ ３ ａ ＝ ２ ３ ｂ ＝ ２ ３
ｃ ＞ ２ ３ ｄ ＝ ２ ３ ｅ ＝ ２ ３ ｆ ＝ ２ ３ ｇ と い う 大 小 関 係 を 有 し て い る 。 そ の た め に 、 蒸 気 流
路 ２ ７ の 幅 寸 法 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ ， ２ ４ ｄ ， ２ ４ ｅ ， ２ ４ ｆ ， ２ ４ ｇ ， ２ ４ ｈ が ２
４ ａ ＝ ２ ４ ｂ ＝ ２ ４ ｃ ＝ ２ ４ ｄ ＜ ２ ４ ｅ ＝ ２ ４ ｆ ＝ ２ ４ ｇ ＝ ２ ４ ｈ と い う 大 小 関 係 を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う な 大 小 関 係 は 、 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 が 蒸 気 流 の 図 ２ に 示 す 上 流 側 か ら 蒸 気 流 路 ２ ７
の 三 折 れ 目 ま で の 蒸 気 流 路 ２ ７ の 流 路 幅 が 四 折 れ 目 以 降 の 下 流 側 の 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 に 比
較 し て 拡 大 さ れ て い る 構 造 を 各 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 間 に 付 与 す る こ と と な る 。 い い か え
れ ば 、 各 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 高 さ 寸 法 １ ７ は 同 じ で あ る か ら 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 蒸
気 流 路 ２ ７ の 流 路 面 積 が 蒸 気 流 路 ２ ７ の 図 １ に 示 す 上 流 側 か ら 下 流 側 に 行 く 途 中 で 、 そ の
途 中 以 降 で 拡 大 さ れ る 構 造 を 各 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 間 に 付 与 す る こ と と な る 。 そ の 他 の
構 成 は 、 図 １ の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う な 図 ２ の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ を 採 用 す る と 、 各 ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ の 幅 寸 法 ２ ３
ａ ， ２ ３ ｂ ， ２ ３ ｃ が 大 き い ま ま で あ る か ら 蒸 気 流 路 の 上 流 側 に お け る 蒸 気 か ら の 液 体 の
捕 獲 が 強 化 さ れ て 、 蒸 気 流 路 に 入 っ て 来 た ば か り で 最 も 湿 っ た 蒸 気 に 対 し て の 液 体 捕 獲 に
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対 応 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 構 造 は 更 に 簡 単 な 構 造 で あ っ て も 良 い 。 そ の 簡 単 な 構 造 は 、 図 ３ に
見 ら れ る よ う に 、 波 板 ３ ２ を 厚 さ 方 向 へ 連 続 し て 互 い 違 い に 折 り 曲 げ て 図 １ ， 図 ２ に 示 し
た 波 板 ３ ２ が 持 っ て い る 各 非 屈 曲 区 間 の 寸 法 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｃ ， ２ ２ ｄ ， ２ ２ ｅ ，
２ ２ ｆ を 零 に し て 無 く し て い る 。 そ し て 、 各 液 滴 捕 集 板 ３ ３ を 一 箇 所 折 り に し て 折 り 目 が
波 板 ３ ２ 間 の 蒸 気 流 路 ２ ７ へ 突 き 出 る よ う に 波 板 ３ ２ に 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 波 板 ３ ２
と 液 滴 捕 集 板 ３ ３ と の 間 に ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ を 形 成 す る 。 こ れ ら 波 板 ３ ２ と 液 滴 捕 集 板
３ ３ と ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ と で 水 分 除 去 機 構 ７ を 蒸 気 流 路 ２ ７ に 沿 っ て 複 数 個 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 際 、 図 ３ の よ う に 、 各 ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ の 幅 寸 法 ２ ６ ａ ,２ ６ ｂ ,２ ６ ｃ ， ２ ６ ｄ ，
２ ６ ｅ ， ２ ６ ｆ ， ２ ６ ｇ が ２ ６ ａ ＞ ２ ６ ｂ ＞ ２ ６ ｃ ＞ ２ ６ ｄ ＞ ２ ６ ｅ ＞ ２ ６ ｆ ＞ ２ ６ ｇ と
い う 大 小 関 係 を 有 す る よ う に 波 板 ３ ２ に 対 す る 液 滴 捕 集 板 ３ ３ の 取 り 付 け 関 係 を 調 整 し て
お く 。 こ の よ う に す る こ と で 、 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 寸 法 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ ,
２ ５ ｅ ,２ ５ ｆ が ２ ５ ａ ＜ ２ ５ ｂ ＜ ２ ５ ｃ ＜ ２ ５ ｄ ＜ ２ ５ ｅ ＜ ２ ５ ｆ と い う よ う に 蒸 気 流
路 ２ ７ の 屈 曲 毎 に 大 き く な る と い う 大 小 関 係 を 有 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の よ う な 図 ３ の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ を 採 用 す る と 、 波 板 ３ ２ や 液 滴 捕 集 板 ３ ３ の 曲 げ 状
態 が 単 純 で 構 造 が 簡 単 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
い ず れ の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 構 造 で あ ろ う と も 、 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 多 孔 板 ５ の 孔 を 通 過 し
た 蒸 気 は 、 図 １ ， 図 ２ ， 図 ３ に 表 示 し た 入 口 湿 分 を 持 っ て 蒸 気 流 路 ２ ７ の 上 流 端 か ら 入 っ
て 下 流 側 か ら 出 口 湿 分 を 持 っ て 出 て 行 く 。 そ し て 、 蒸 気 が 蒸 気 流 路 ２ ７ を 流 れ て い く 過 程
で 各 水 分 除 去 機 構 ７ に よ っ て 蒸 気 か ら 水 分 が 除 去 さ れ て ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ に 除 去 さ れ た
水 分 が 水 と な っ て 捕 獲 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ の た め に 蒸 気 流 路 ２ ７ の 下 流 側 へ 行 く に 従 っ て 、 蒸 気 流 路 ２ ７ 中 を 流 れ る 蒸 気 中 の 湿 分
が 低 下 し て 乾 燥 し 、 除 去 す べ き 水 分 が 少 な く な る 。 そ の た め 、 水 分 除 去 機 構 ７ の ド レ ン ポ
ケ ッ ト ３ ４ の 幅 も 蒸 気 流 路 ２ ７ の 下 流 に 行 く に 従 っ て 狭 小 化 し て も 差 支 え が な い 。 そ れ ど
こ ろ か 、 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 あ る い は 流 路 断 面 積 が 、 相 対 的 に 上 流 側 よ り も 下 流 側 で 拡 大 さ
れ て い る の で 、 下 流 側 の 蒸 気 流 速 が 上 流 側 の 蒸 気 流 速 に 比 べ て 低 下 し て い る か ら 、 波 板 ３
２ や 液 滴 捕 集 板 ３ ３ に 付 着 し て い た 液 膜 や 液 滴 が 蒸 気 流 路 ２ ７ 内 の 蒸 気 流 れ に 巻 き 込 ま れ
て そ の 液 滴 や 液 膜 が 再 飛 散 す る こ と を 抑 制 で き る 。 そ の た め に 、 蒸 気 乾 燥 器 ３ か ら 出 て く
る 蒸 気 に は 再 飛 散 し た 液 滴 や 液 膜 分 を 含 み に く く 、 蒸 気 乾 燥 器 ３ を 大 型 化 せ ず に 良 好 且 つ
確 実 に 蒸 気 を 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 図 １ ， 図 ２ ， 図 ３ の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ は 、 蒸 気
流 路 形 成 部 材 ６ の 間 隔 を 広 げ る こ と な く 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 あ る い は 流 路 断 面 積 を 、 相 対 的
に 上 流 側 よ り も 下 流 側 で 拡 大 で き る の で 、 そ の 間 隔 方 向 へ の 大 形 化 も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 の よ う に 本 発 明 の 各 実 施 例 に よ る 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ は 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６
の 中 に 平 行 に 多 数 設 置 さ れ る 。 そ し て 原 子 炉 炉 心 １ に て 発 生 し た 蒸 気 と 水 の 混 合 流 は 、 気
水 分 離 器 ２ に て 蒸 気 を 分 離 さ れ 、 液 滴 を 含 む 湿 り 蒸 気 が 、 蒸 気 乾 燥 器 ３ に 設 け ら れ た フ ー
ド ４ を 通 り 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ に 導 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
液 滴 を 含 む 湿 り 蒸 気 は 、 多 数 の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ に よ り 形 成 さ れ る 蒸 気 流 路 １ ７ に 流 入
し 、 液 滴 は 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ に お い て 、 蒸 気 流 が 蒸 気 流 路 ２ ７ の 屈 曲 に 沿 っ て 方 向 変 換
す る 際 に 遠 心 力 に よ っ て 波 板 ３ ２ や 液 滴 捕 集 板 ３ ３ な ど の 板 に 衝 突 し て 蒸 気 か ら 分 離 さ れ
る 。 分 離 さ れ た 液 滴 は 、 水 分 除 去 機 構 ７ に 入 り 、 蒸 気 流 路 ２ ７ か ら 除 去 さ れ る 。 こ の 水 分
除 去 機 構 ７ は 、 液 膜 を 蒸 気 流 か ら 隔 離 し 、 液 膜 か ら 液 滴 が 蒸 気 へ 再 飛 散 す る こ と を 防 ぐ た
め に 、 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 水 分 除 去 機 構 ７ の ド レ ン ポ ケ ッ ト ３ ４ に 入 っ た 液 膜 は
、 重 力 に よ っ て 下 方 へ 流 下 し 、 ド レ ン と い ８ 及 び ド レ ン ダ ク ト ９ を 通 っ て 、 ダ ウ ン カ マ １
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０ へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
蒸 気 乾 燥 器 ３ は 、 湿 り 気 を 含 ん だ 蒸 気 か ら 液 滴 を 除 去 し 、 蒸 気 タ ー ビ ン か ら 要 求 さ れ る 湿
分 条 件 を 満 た す 、 十 分 に 乾 い た 蒸 気 を 発 生 す る こ と を 目 的 と す る 、 気 水 分 離 シ ス テ ム の 最
終 段 階 と な る 構 造 物 で あ る か ら 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ の 出 口 湿 分 を 制 限 す る こ と は
、 気 水 分 離 シ ス テ ム の 本 質 的 な 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
蒸 気 乾 燥 器 ３ の 出 口 湿 分 は 、 主 に 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ の 入 口 湿 分 と 、 入 口 蒸 気 流 速
に 支 配 さ れ る 。 あ る 一 定 の 入 口 湿 分 を 与 え 、 入 口 蒸 気 流 速 を 次 第 に 増 加 せ し め る よ う な 運
転 を 行 っ た 場 合 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト １ ６ の 出 口 湿 分 は 、 図 ８ 中 の 曲 線 １ ９ の よ う な 振
る 舞 い を 示 す 。 曲 線 １ ９ に お い て 、 出 口 湿 分 が 急 激 に 増 加 す る の は 、 蒸 気 流 速 の 増 加 に よ
っ て 、 蒸 気 か ら の せ ん 断 力 が 増 加 し 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ を 構 成 す る 各 板 上 の 液 膜 か ら 、
液 滴 が 、 蒸 気 中 に 飛 散 す る こ と が 主 要 原 因 で あ る こ と が 実 験 に よ っ て 分 か っ て き た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
出 口 湿 分 が 蒸 気 タ ー ビ ン か ら の 要 求 値 を 満 た さ な く な れ ば 、 蒸 気 タ ー ビ ン の ブ レ ー ド に お
い て 、 エ ロ ー ジ ョ ン な ど を 引 き 起 こ す こ と に な る 。 本 発 明 が 実 施 さ れ る 例 と し て 予 想 さ れ
る 増 出 力 型 の 沸 騰 水 型 原 子 炉 に お い て は 、 増 出 力 化 前 よ り も 蒸 気 流 量 が 増 大 し て い る た め
、 従 来 の 技 術 を 用 い た 蒸 気 乾 燥 器 で 、 入 口 面 積 を 増 大 し な い 場 合 に は 、 定 格 運 転 条 件 に お
い て も 、 蒸 気 流 速 が 増 大 し 、 入 口 湿 分 と 入 口 蒸 気 流 速 の 組 合 せ が 図 ８ 中 の 運 転 不 可 能 領 域
１ ３ に 入 る 可 能 性 が あ る 。 図 ８ に 示 さ れ る 制 限 曲 線 １ １ は 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 の 種 類 に よ
っ て 若 干 異 な る が 、 こ れ ま で 原 子 炉 に 採 用 さ れ た 実 績 の あ る 蒸 気 流 路 形 成 部 材 で は 、 大 き
な 性 能 の 向 上 が 得 ら れ て い な か っ た 。 こ こ で 性 能 の 向 上 と は 、 図 ９ 中 曲 線 ２ ０ に 示 す よ う
に 、 蒸 気 乾 燥 器 の 制 限 曲 線 が 、 よ り 高 い 入 口 蒸 気 流 速 ， よ り 高 い 入 口 湿 分 に 対 応 で き る よ
う に な る こ と を い う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
蒸 気 乾 燥 器 ３ に 用 い ら れ る 蒸 気 流 路 形 成 部 材 の 性 能 を 、 増 出 力 化 し た 沸 騰 水 型 原 子 炉 に 見
合 い 蒸 気 タ ー ビ ン の 要 求 に 見 合 う よ う に 向 上 さ せ る た め に は 、 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ 部 に お
け る 蒸 気 流 速 の 増 加 を 抑 制 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 蒸 気 乾 燥 器 ３
の 入 口 面 積 を 現 状 と ほ ぼ 同 等 に し つ つ 、 蒸 気 流 路 ２ ７ の 流 路 断 面 積 を 上 流 側 に 比 較 し て 下
流 側 で 拡 大 さ せ て 蒸 気 流 速 を 下 流 側 で 低 下 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
加 え て 注 目 す べ き 点 は 、 従 来 の 技 術 を 用 い た 蒸 気 流 路 形 成 部 材 構 造 が 、 ほ ぼ 同 一 構 造 ， 同
一 寸 法 の 繰 り 返 し か ら な る た め に 、 流 路 幅 と 除 去 機 構 の 大 き さ の 比 は 全 体 と し て 一 定 で あ
る の に 対 し 、 本 発 明 の 各 実 施 例 で は 、 前 記 の 比 を 可 変 に 取 り 得 る こ と で あ る 。 も し 従 来 の
技 術 の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 構 造 に お い て 、 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト 入 口 面 積 を 変 え ず に 、 蒸 気
流 路 形 成 部 材 部 の 蒸 気 流 速 の 増 大 を 抑 制 し よ う と す る な ら ば 、 蒸 気 流 路 全 体 に わ た っ て 、
水 分 除 去 機 構 の 大 き さ を 縮 小 す る こ と に な る 。 そ の 結 果 と し て 、 蒸 気 流 路 に お い て 、 液 滴
を 捕 獲 ・ 除 去 で き る 総 量 が 著 し く 減 少 す る こ と に な る 。 し た が っ て 、 蒸 気 流 速 の 増 加 を 抑
制 す る こ と に 成 功 し て も 、 液 膜 去 機 構 か ら 液 滴 が あ ふ れ 出 し 、 除 去 し き れ な い 液 滴 が 蒸 気
乾 燥 器 の 出 口 へ 達 し て 、 結 局 は 蒸 気 タ ー ビ ン か ら の 湿 分 に 関 す る 要 求 値 を 満 た さ な く な る
可 能 性 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ れ に 対 し 、 本 発 明 の 各 実 施 例 で は 、 蒸 気 流 路 ２ ７ の 上 流 に お い て 相 対 的 に 大 き な 水 分 除
去 機 構 ７ を 有 し 、 原 子 炉 仕 様 の 必 要 に 応 じ た 水 分 除 去 機 構 の 大 き さ を 確 保 し つ つ 、 下 流 に
お い て は 、 再 飛 散 を 抑 制 す る の に 十 分 な 蒸 気 流 速 の 低 下 を 実 現 せ し め る 。 こ の よ う に 、 上
流 に お い て 水 分 除 去 機 構 ７ を 下 流 側 の そ れ よ り も 相 対 的 に 大 き く し 、 下 流 に お い て 水 分 除
去 機 構 ７ を 小 さ く す る 構 造 を 採 用 し て も 蒸 気 乾 燥 器 ３ の 蒸 気 の 出 口 湿 分 を 蒸 気 タ ー ビ ン か
ら の 要 求 に 応 じ て 低 下 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 上 、 水 分 除 去 機 構 ７ の 大 き さ 、 即 ち ド レ
ン ポ ケ ッ ト の 幅 寸 法 23ａ ～ ２ ３ ｇ を 蒸 気 流 路 ２ ７ の 下 流 側 で 上 流 側 よ り も 相 対 的 に 小 さ く
し て 下 流 側 の 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 寸 法 ２ １ ａ ～ ２ １ ｈ を 上 流 側 よ り も 相 対 的 に 大 き く し て あ
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る の で 、 隣 接 す る 蒸 気 流 路 形 成 部 材 ６ の 間 隔 を 広 げ て 蒸 気 流 路 ２ ７ の 幅 を 拡 大 す る の に 比
べ て 、 蒸 気 乾 燥 器 の 大 形 化 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
蒸 気 中 に 含 ま れ る 液 滴 の 、 蒸 気 流 路 ２ ７ 中 を 流 れ る 蒸 気 か ら 捕 獲 さ れ る 液 滴 の 捕 獲 量 は 蒸
気 流 路 ２ ７ の 上 流 側 と 下 流 側 で 、 一 定 で は な く 、 上 流 側 の ほ う が 下 流 側 よ り も 液 滴 の 捕 獲
量 は 大 き い と い う こ と が 、 我 々 の 実 験 結 果 で 明 ら か と な っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の こ と は 、 そ の 実 験 結 果 を 得 た か ら こ そ 、 下 流 に 設 け ら れ て い る 水 分 除 去 機 構 ７ を 上 流
側 の そ れ よ り も 小 さ く し た 場 合 で も 出 口 湿 分 を 十 分 抑 制 で き る 見 解 に 至 っ た 。 す な わ ち 、
上 流 に お い て 、 水 分 除 去 機 構 ７ を 相 対 的 に 大 き く 、 下 流 に お い て 、 水 分 除 去 機 構 ７ を 相 対
的 に 小 さ く し て も 、 蒸 気 流 路 ２ ７ 中 の 全 水 分 除 去 機 構 ７ 全 体 と し て は 蒸 気 タ ー ビ ン が 要 求
す る 湿 分 に 蒸 気 を 乾 燥 さ せ る に 必 要 十 分 な 機 能 を 確 保 す る こ と が で き る の で あ る 。 従 っ て
、 本 発 明 の 各 実 施 例 で は 、 図 ９ の 蒸 気 乾 燥 器 の 制 限 曲 線 ２ ０ が 、 よ り 高 い 入 口 蒸 気 流 速 ，
よ り 高 い 入 口 湿 分 に 対 応 で き る 方 向 に シ フ ト す る 傾 向 を 示 し て 、 例 え ば そ の 制 限 曲 線 ２ ０
が 二 点 鎖 線 か ら 実 線 表 示 曲 線 へ と シ フ ト す る こ と で 拡 大 さ れ た 運 転 可 能 領 域 分 の 性 能 が 向
上 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 蒸 気 流 速 の 増 大 に 伴 う 液 滴 の 再 飛 散 を 抑 制 で き る 蒸 気 乾 燥 器 を 提 供 で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 蒸 気 流 路 形 成 部 材 の 隣 接 す る ２ 枚 間 の 組 合 せ 構 造 を 示
す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 蒸 気 流 路 形 成 部 材 の 隣 接 す る ２ 枚 間 の 組 合 せ 構 造 を 示
す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 蒸 気 流 路 形 成 部 材 の 隣 接 す る ２ 枚 間 の 組 合 せ 構 造 を 示
す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 蒸 気 乾 燥 器 が 組 み 込 ま れ た 沸 騰 水 型 原 子 炉 の 原 子 炉 炉 内 構 造 を 示 す 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た 蒸 気 乾 燥 器 の 一 部 断 面 表 示 に よ る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ た 蒸 気 乾 燥 器 に 組 み 込 ま れ た 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト の 一 部 断 面 表 示
に よ る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 し た 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト の 蒸 気 流 路 形 成 部 材 に 組 み 込 ま れ た 水 分 除 去
機 構 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 蒸 気 乾 燥 器 の 制 限 曲 線 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 蒸 気 乾 燥 器 の 制 限 曲 線 の シ フ ト 状 況 を 示 す グ ラ フ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ … 蒸 気 乾 燥 器 、 ４ … フ ー ド プ レ ー ト （ フ ー ド ） 、 ５ … 多 孔 板 、 ６ … 蒸 気 流 路 形 成 部 材 、
７ … 水 分 除 去 機 構 、 １ ６ … 蒸 気 乾 燥 器 エ レ メ ン ト 、 １ ８ … 原 子 炉 圧 力 容 器 、 ２ １ ａ ～ ２ １
ｈ … 蒸 気 流 路 の 幅 寸 法 、 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｆ … 波 板 の 各 非 屈 曲 区 間 の 寸 法 、 ２ ３ ａ ～ ２ ３ ｇ …
ド レ ン ポ ケ ッ ト の 幅 寸 法 、 ２ ７ … 蒸 気 流 路 、 ３ ２ … 波 板 、 ３ ３ … 液 滴 捕 集 板 、 ３ ４ … ド レ
ン ポ ケ ッ ト 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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